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本年度は、汎用信号読出回路の信号計測部の設計、及び基盤製造を行った。 

1) 基本設計 

現在開発中の信号読出回路は、汎用性を目的としているため、回路を機能毎に分割した。検

出器からの信号受信部であるアナログ部は、ユーザ毎に開発が可能となる。信号計測部である

ADC ボードにより信号をデジタル化する。ADC ボードには、搭載された FPGA を用いて、トリガ

ー機能や TDC 機能が実装される。制御部も、SoC ボードと MIO ボードを分離した設計とした。 

2) 信号計測部・回路設計 

信号計測部は、ADC ボードと FPGA ボードに分離した。FMC 規格に準拠させ、インターフェ

ースの共通化、高度な信号処理などが可能となる。FPGA ボードには、Kintex-7、SO-DIMM、

USB、TDC-on-FPGA を搭載する。SO-DIMM 搭載により、高頻度で大容量なデータのバッファ

リングを可能とする。プロトコルフリーな HDMI ハブ機能により、電源・クロック供給から、FPGA の

リコンフィギュレーションなども行える。 
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図 1. 信号計測部回路のブロックダイアグラム。 
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